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難基本問題検討委員会（委員長工藤靖夫）
　2004年度は、11月29日から12月1日までの3日間、5年ぶりに病院機能評価機構の訪問審査が行われました。
受審までほぼ半年しか鳥追的余裕がない中、約2週間に1度の割合で基本問題検討委員会を開催し、工程表に従っ
て問題点の洗い出しと改善策を平行して行いました。そのような厳しい状況の中、条件付きとはいえ認定証を交
付いただけたのは、ひとえに職員全員の力の結集があったことにほかなりません。認定していただけたことはも
ちろんありがたいことですが、それ以上に職員一人ひとりが病院の改善活動に短期間に集中して参加できたこと
が意味深いことだと思います。
　病院機能評価機構より指摘を受けた点を踏まえて、ますますよりよい病院作りをしていきたいと思います。ま
ずは、指摘を受けた改善要望事項と留意事項を誠実に改善実行していきたいと思います。
〈改善要望事項＞
1．法定医師数を確保してください。（1．6．1／4．1／6⊥2）
　今年度は、循環器・腎臓内科に春原医師をおむかえしました。また渡井先生に非常勤勤務をお願いして、法
定医師数は確保されました。
2．医師の指示は指示簿に記載し、指示受けと実施確認のサインを明確に記載してください。（4．20。3／5．10．4）
　採血・検査の実施者サインは定期検査・臨時検査実施時のサインの統一ができる温度板にサインする。（看
護部よりの提案が医局会にて了承されました。）薬の処方箋に、指示受けした看護師のサイン欄を設けました。
3．入院時の身体所見は確実に記載してください。（4．20．4）
　　カルテの！ページ目のアナムネーゼに引き続き、身体所見欄も極力使用する。
4．注射薬の指示に際しては、医師による注射薬処方内容の確認を徹底してください。（4．23．1）
　指示受けの方法については全ての指示をカルテの指示箋に医師が記載し、指示を受けたナースがカルテにサ
　インをする循環器・腎臓内科方式に統一する。（医局会にて了解されました。）
〈留意事項＞
1．院内感染防止のため職員にHBVワクチン等の接種を勧めてください。（2．7．2）
　感染委員会にて、その方法にっき検：討中であり、今年度中に実施予定です。
その他
1．同意書関連
　　入院の同意書（＊）・治療変更時の同意書・リハビリの同意書
2．カルテ関連
　　看護記録とカルテを一こ口する方向で検討（＊）。
　　リハビリ・服薬指導をカルテに綴じて共有すること（＊）。
3．救急関連
　　救急カートのチェックは毎日行うこと（＊）。
　　9Fに救急カートをおくこと。
4．勉強会関連
　　緩和ケアの勉強会・退院検討会
5，施設・設備関連
　　ムンテラ用の部屋・入浴場のヒーター・尿カップ置き場（＊）
6．マニュアル関連
　　口頭指示受けの取り決め（＊）・PEGカテーテルの抜去時の対応（＊）・食事介助方法
7．その他
　　衛生管理委員会の設置（＊）
＊：すでに対応している項目
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